
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点
(JHPCN)

2026年度公募型共同研究説明会

本日の流れ
1. 説明(~25分) 
2. 質疑応答

本田匠
JHPCN事務局

（東京大学情報基盤センター学際情報科学研究部門 准教授）

*本説明会の模様は録画・公開の予定です。予めご了承ください。



募集要項の取得
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JHPCNウェブサイト 公募ページ



JHPCNの概要
•文部科学省認定の「共同利用・共同研究拠点（ネットワーク
型）」

• 8つの構成拠点
• 北海道大学情報基盤センター

• 東北大学サイバーサイエンスセンター

• 東京大学情報基盤センター（中核拠点）

• 東京科学大学情報基盤センター

• 名古屋大学情報基盤センター

• 京都大学学術情報メディアセンター

• 大阪大学D3センター

• 九州大学情報基盤研究開発センター

2

JHPCN事務局
学際情報科学研究部門
情報システム部



JHPCNの目的
•各構成拠点の持つ計算資源の
提供（共同利用）や、各構成
拠点所属研究者との共同研究
を推進

•計算科学とデータ科学、計算
機科学を3 つの柱とし、学際的
な研究の促進
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1 共同研究課題採択のメリット
•各構成拠点のスーパーコンピュータやmdx (I/II)の無償利用が可
能

•学際的共同研究体制の構築を支援
• JHPCNシンポジウムでの異分野交流や研究者マッチング

•各種助成
• (若手・女性研究者向け)査読付き国際会議発表経費

• 論文掲載料

• 研究集会（ワークショップ等）の会場利用料
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2 共同研究期間・3 利用可能な資源
•共同研究期間

2026年4月1日–2027年3月31日

•利用可能な資源
• HPCI（革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ）

資源
• 募集要項 別紙1を参照

• 非HPCI資源
• mdx I / mdx II、その他（募集要項 別紙2を参照）
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4 課題分野
以下の2つの分野で共同研究課題を募集

1. 大規模計算科学課題分野
• 計算科学に関連する研究を幅広く募集

• 学際的な研究グループによる大規模な研究テーマを歓迎

2. データ科学・データ利活用課題分野
• 先端的なデータサイエンス手法の開発や、異分野にまたがる多様な

データの収集や解析、研究コミュニティにおけるデータの共有・プ
ラットフォームの整備

• 基礎から応用に至る幅広い手法・分野の研究テーマを歓迎
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5 課題の種類
1. 一般共同研究課題

下記の2と3に当てはまらないもの

2. 国際共同研究課題
国外の研究者と学際的な共同研究を実施

国外の共同研究者との打ち合わせ等の旅費(出張及び招聘)の助成制度

JHPCNがMoUを結んだドイツNHRの研究者を副代表者とする応募を奨
励

3. 企業共同研究課題
産業応用を重視した共同研究を実施
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6 応募資格（全ての課題）
•全ての課題が満たすべき要件

• 課題代表者1名(日本国内の機関(大学・研究機関、民間企業等)に所属)

• 副代表者1名以上

• (+共同研究者(学生も可)) 

• 外為法における非居住者及び「特定類型」に該当する居住者が計算資
源を利用する場合、構成拠点に所属する研究者の参加が必須
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6 応募資格（国際/企業の追加要件）
•「国際共同研究課題」が追加で満たすべき要件

• 日本国外の研究機関に所属する副代表者1名以上

• 構成拠点所属の研究者の参加

• 英文での課題申込書作成

•「企業共同研究課題」が追加で満たすべき要件
• 課題代表者は、民間企業に所属

• 副代表者の1名以上が構成拠点に所属
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7 課題申込書記載上の留意点1
必ず最新の様式を使用

•課題申込書1 (Word/TeX)
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• 研究の目的・意義、申請資源の根拠など
• コメントの注意書きに従い記入
• 留意事項の遵守に関する誓約書が付属、記名して全体をPDF化して提出



7 課題申込書記載上の留意点2
必ず最新の様式を使用

•課題申込書2 (Excel)
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• 課題情報(参加者、各構成拠点の要求資源量など)を入力し、Excelのま
ま提出

• 12/11に公開予定(それまでは暫定版)
• エラーが出ていないこと、暫定版を使用していないことを必ず確認

エラーあり



7 課題申込書記載上の留意点3
•専門分野が異なる審査委員にも容易に理解できるように配慮

•平和利用目的の提案に限る

•同じ課題代表者による複数課題の応募は可、ただし実質的に同
一の研究課題とみなされる場合はいずれも不採択

12



7 審査の際に高く評価される項目1
•学際的研究体制

計算科学、データ科学、計算機科学を3 つの柱とし、3 つの柱の間での、
または3 つの柱と応用分野との融合領域を創生するような学際的な研究
の提案を歓迎

•ソフトウェアおよびデータ活用推進

• IT基盤技術開発

•拠点連携

•大規模データ・大容量ネットワーク利用
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7 審査の際に高く評価される項目2
•課題分野1「大規模計算科学分野」で高く評価する点

• 研究的要素が大きい課題を高く評価

• プロダクトランは不採択

•課題分野2「データ科学・データ利活用分野」で高く評価する点
• 実社会インパクト：データ活用により実社会の課題を解決

• データ利活用推進：データの流通・活用が進んでいない分野での推進
や異種データの統合的な活用

• セキュリティと個人情報保護：社会的に重要な意義を持つデータの利
活用による新たな価値の創出、セキュアな利活用技術の推進
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7 最大申請可能資源量
各資源の申請量を金額に換算して積算

1. 1 拠点が提供する資源（mdxを除く）のみを利用申請する場合
最大合計300万円

2. mdxのみ(IとIIのいずれか、または両方)を利用申請する場合
最大合計100万円

3. 複数拠点が提供する資源を利用申請する場合
最大合計360万円

実際の提供資源量は、全体予算や審査結果、資源の利用状況を考慮し
て、削減される場合あり

複数資源を申請する場合、削減されたくない資源を優先確保資源に指
定可能(削減量>”優先確保以外の資源量”の場合は削減されます)
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7 申請資源量の積算根拠1
1. 課題分野(1)「大規模計算科学分野」の応募課題

•利用予定の全ての資源（HPCI資源および非HPCI資源の双方）に
ついて、申請資源量の積算根拠を明確に記載

•新規課題かつ申請資源の総量が100万円以下の場合、全ての資源
について積算根拠の記載は不要

•mdxを申請する場合、実際の利用計画に従って記入
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7 申請資源量の積算根拠2
2. 課題分野（２）「データ科学・データ利活用分野」の応募課題

（a）HPCI資源を利用申請する場合
• 利用予定のHPCI資源については申請資源量の積算根拠を明確に記載

• 新規課題かつ申請資源の総量が100万円以下の場合、HPCI資源の積算
根拠の記載は不要

• 非HPCI資源を併せて利用する場合、非HPCI資源の積算根拠の記載は不
要

（b）HPCI資源を利用申請しない場合
• 積算根拠の記載は不要
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7 審査希望区分の選択
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課題申込書2 で「審査希望区分」を指定

•審査委員の割り当ての参考

• 科研費の審査区分を利用
• 情報学の観点から、中区分60・61の「内容の例（旧：キーワード）」

を5つまで（1つは入力必須）指定可

• 応用分野の観点から、小区分を2つまで（任意）指定可

https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/02_koubo/shinsakubun.html



8 応募手順1: HPCI資源を利用(カテゴリA)
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• 申し込み前の手続き
• HPCI-IDの取得（HPCI資源を利用する全ての課題参加者）(1)

• 所属機関長（大学の部局長（学部長・研究科長・研究所長等）相当）への説明 (1)

• 申し込み手続き
• 課題申込書１と課題申込書２、誓約書

のアップロード(2)
• JHPCNウェブサイトから取得・作成、誓

約書(申込書1に付属)に記名し、HPCIウェ
ブサイトからアップロード

• HPCI 課題申請(2)
• HPCIウェブサイトで入力

• 申し込み後に必要な手続き
• 所属機関長による確認手続き(3)

• 課題採択後
• HPCIの定めた要領に従い対面認証など



8 応募手順2: HPCI資源を利用しない(カテゴリB)
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•申し込み前の手続き
• 所属機関長（大学の部局長(学部長・研究科長・研究所長等)相当）への

説明

•申し込み手続き
• 課題申込書１・2をJHPCNウェブサイトから取得し作成、JHPCNウェ
ブサイトからアップロード

• 課題申込書１に付属する誓約書に記名し、課題申込書と共にアップ
ロード

• HPCI-IDは不要

•課題採択後
• JHPCNから所属機関長へ送付される「確認書」に記入・提出



9 スケジュール
• 説明会：2025年11月27日（木）13:00（本日）

• 申込開始 & 申込書2の公開：2025年12月11日（木）

• 申込締切：2026年1月6日（火）10:00厳守

• 結果通知：2026年3月中旬

• 研究期間：2026年4月1日～2027年3月31日

• 中間報告書の提出：2026年10月中旬

• 最終報告書の提出：2027年5月中旬

• JHPCNシンポジウム：2026年7月・2027年7月 21



10 留意事項
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• 人権および利益保護への配慮

• 各構成拠点の利用規程を遵守

•成果(中間&最終)報告書の提出およびシンポジウムでの報告が必須

• 成果発表時の謝辞の記載

• 研究倫理教育の受講証明の提出
• 不要となるケースがあり（募集要項を参照）

• 個人情報
• HPCI 資源利用に必要な場合、一般財団法人高度情報科学技術研究機構

(RIST) と共有する可能性あり



11 問い合わせ
•応募に関する相談：JHPCN事務局 jhpcn.adm@gs.mail.u-
tokyo.ac.jp

•構成拠点の資源に関する相談
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